
（別紙３）

～ 2026年　2月　15日

（対象者数） 10名 （回答者数） 8名

～ 2026年　2月　15日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもたちが取り組んで形にしたものを地域の方々に見ても

らえる場づくりなどを検討している。

2

子どもたちが、自分と皆を意識できるように帰りの会などで

発表の機会を作る取り組みを検討している。

3

地域の方々に取り組みを広報できるように、機関誌を発行し

ていくことを検討している。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

※個別の支援も行う中で、集団での療育を行うことにより人間

関係の中で生きる力を遊びを通して育むことができる。

子どもたちが、自由遊び（個別）と集団プログラムを繰り返す

中で、準備や片付けの意識づけ、時間の感覚、集団と個人など

の意識などをもてるように取り組んでいる。個別だけでは意識

できない箇所を集団療育の時間に指導や支援をしている。

※事業所の立地条件が良いことがあげられる。①駅から近い点

②建物1階の店舗で目を引き、地域に溶け込んでいる点③利用

に際して死角が少ない点、など利便性、安全性が高い。

安全面や利便性だけでなく、安心してご利用をしていただける

要素として、衛生面、研修制度などでも充実を図る取り組みを

している。例、空間除菌・物品除菌の徹底、全職員がしっかり

と研修を受けられる制度の確立等。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　19日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

※ITを用いた療育プログラムを行っている。IT療育により学

習、遊び、決まりを守るなどの育みたい力を、分かりやすく楽

しく安全に導入ができる。

子どもたちが①見通しをもって取り組む②計画を立てることを

自己決定していく③試行錯誤して自己選択していく

の3要素により問題解決能力の向上に繋げることを取り組んで

いる。例えば、プログラミングやブロックで作った動くもの、

段階を踏んで作る工作、ダンスなどの表現活動など。

○事業所名 じゆうちょうラボ　灘　(児童発達支援)

○保護者評価実施期間
2026年　1月　22日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年　1月　22日

事業所における自己評価総括表公表



（別紙３）

～ 2026年　2月　15日

（対象者数） 21名 （回答者数） 18名

～ 2026年　2月　15日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもたちが取り組んで形にしたものを地域の方々に見ても

らえる場づくりなどを検討している。

2

子どもたちが、自分と皆を意識できるように帰りの会などで

発表の機会を作る取り組みを検討している。

3

地域の方々に取り組みを広報できるように、機関誌を発行し

ていくことを検討している。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

※個別の支援も行う中で、集団での療育を行うことにより人間

関係の中で生きる力を遊びを通して育むことができる。

子どもたちが、自由遊び（個別）と集団プログラムを繰り返す

中で、準備や片付けの意識づけ、時間の感覚、集団と個人など

の意識などをもてるように取り組んでいる。個別だけでは意識

できない箇所を集団療育の時間に指導や支援をしている。

※事業所の立地条件が良いことがあげられる。①駅から近い点

②建物1階の店舗で目を引き、地域に溶け込んでいる点③利用

に際して死角が少ない点、など利便性、安全性が高い。

安全面や利便性だけでなく、安心してご利用をしていただける

要素として、衛生面、研修制度などでも充実を図る取り組みを

している。例、空間除菌・物品除菌の徹底、全職員がしっかり

と研修を受けられる制度の確立等。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　19日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

※ITを用いた療育プログラムを行っている。IT療育により学

習、遊び、決まりを守るなどの育みたい力を、分かりやすく楽

しく安全に導入ができる。

子どもたちが①見通しをもって取り組む②計画を立てることを

自己決定していく③試行錯誤して自己選択していく

の3要素により問題解決能力の向上に繋げることを取り組んで

いる。例えば、プログラミングやブロックで作った動くもの、

段階を踏んで作る工作、ダンスなどの表現活動など。

○事業所名 じゆうちょうラボ 灘　(放課後等デイサービス)

○保護者評価実施期間
2026年　1月　22日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年　1月　22日

事業所における自己評価総括表公表


